
地区行事がら
地区一斉清掃12/3 (日)座ぶとん集会11/26 (木)

ふれあいウォーク11/12(3) 合同学習発表会3/3 (±)
防災訓I練11/6 (±)

新成人のつどい1/6 (±)

日新ディホームにて2/28 (水)
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菊作り
菊作りを教えてくれた先輩が「菊は一手掛け 

ればーに咲き千手掛ければ千に咲き、万手掛け 
れば万に咲く花」だと言った通り、奥の深さで 
病みつきになって現在に至っております。私た 
ちは、大正8年に松平康荘公爵を総裁に、山田 
俊氏(旧丸岡町の豪農)を会長で発足(現在総 
裁7代目・会長9代目)、毎秋「福井菊花芸術展」 
(今年は89回目)を西別院境内で開催している。

「福井秋芳会」では、全国でも例のない作り 
方『大七本立て』 
の盆養を主とし 
て日々を過ごし 
ております。

文京4 山本家
幸之介(こうのすけ)元気いっぱい
の男の子。1歳8ヶ月。 ハ

ひい菜(7歳)、幸夢(ゆきむ)5歳 
風香(ふうか)3歳、創太(そうた)3歳) 
毎日4人で仲良く遊んでいます。

文京6相田家
勇人(はやと)いちごが大好き! 
1歳3ヶ月。

ハツ島重山家
和泉(いずみ)、和輝(かずき)、
和香(のどか)、三つ子なんだよ。

(1歳6ヶ月)

百人一首カルタ大会 
1/27 (±)

一
乾徳2高田家
あきよし(5歳)、なおゆき(5歳) 
双子の兄弟だよ。生活発表会、元 
気にできたよ。年長さんになった 
ら、大好きなこのバスで通うんだ。 
楽しみ------！！

わがまち匠勇)
三田治幸さん(79) 文京5丁目
高橋定信さん(62)大宮5丁目
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日新地区の人口
男 2, 803 人(+15)-'
女 2, 895 人(+18):

:計 5, 698 人(+33): 
日新地区の戸数

2, 248 戸(+25)； 
：2007年3月1日現在(10月比):
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4月6日(金)

す
マリンバ演奏中 西島さんの作品

001000011

日新小学校始業式と入学式 藤島中学校入学式と始業式 県知事・県議会議員投票日 市議会議員投票日

5月20日(日)
6

西島千尋さん(日新小3年) 
そばの花写生画全国コンクールー 
努力賞受賞

4月8日(日)
4月22日(日)
4月26(木)〜27日(金)

成人病検診
日新地区体育大会

月10日(日) 福井市一斉防災訓練

水上野乃香さん(仁愛女子高2年) 
第12回(^085国際学生音楽コンクール 
打楽器入部門
優秀賞/神戸市教育委員会賞受賞

手作リのキャンプ場

理融也

遊びあ癢で徳!児童鶴

よろしくお願 
いします。

なっています。学校との連携を図り、地域 
の皆様の協力も得て子供たちの仲間作りの 
場に、子育ての情報発信の場になれるよう 
努めてまいりたいと思いますので、ご支援

ひまわり児童館長高岡澄江
児童館は児童に健全な遊びを与えてそ 

の健康を増進し、情操を豊かにすることを 
目的とし、18歳までの児童、生徒を対象 
に児童館事業を実施しています。教室活動・ 
クラブ活動・クリスマス会などの行事活動 
を展開しています。また、保護者が仕事で 
下校後留守家庭になる子供たちを預かり、 
育成・指導をする放課後児童会事業も行っ 
ています。
昨年10月からは“子育て広場”も始め 

ました。乳幼児と親が集い、遊びを通して 
コミュニケーションをとったり、いろんな 
人との親睦を深めたりして、楽しい場と

ふる里の味その4
仔丁豆入りのなます」 文京6西部妙子さん

-".『少1115照”布・,爾(

顼鶴

「打豆」は、県外にはない福井県独特の食品のようです。.

爲,料入
子どもの頃、母が打豆を/ 
使った料理を色々作って 
くれました。「打豆入り 
のなます」は、母から受 
け継いだ、我が家のふる 
里の味です。
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日新地区老人クラブ連合会
会
長
阪
井
惣
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昭
和
38
年
「老
人
福
祉
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」
の
施
行
に
よ
り
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地
方
公
共
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し
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トーに地域社会と連携し 

て諸行事に積極的に協 

カ、参加し、会員相互の 

親睦を
図り、
心豊かな長 

寿社会の実現のため努力 

する決意です。

(
現在会員数

男
46
名
、
女

152
名
、
計

198
名)

供たちが自発活動により自らの健康を築き、社 

会に奉仕できる能力と、人生に役立つ技能を体 

得・実践することです。このため子供たちの自 

発的な活動を大切にし、経験豊富な指導者が見 

守る中で、「たくましさ」「自主性」「社会性」「協 

調性」などを学びます。スカウトは6
歳から男 

女を問わず入隊でき、各年齢に適応する部門 
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があり、それぞれのプログラムが一貫していま 

す。また、他の青少年団体と異なるところは「ち 

かいとおきて」の実践・班制教育・進歩制度・ 

野外活動などを取り入れ健全育成に類のない活 

動です。当団の近年の大 !
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きな活動の一っとして、 
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池田町に地主さんのご好哭̂̂
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を節目として更に社会の
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に
合
っ
た
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ラ
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ムの関発に努め、スカウトたちの夢と希望に満ち 

た活動を一層展開していきたいと考えています。 

ただいま当団では、平成19
年度のスカウトを 

募集しています。詳細は日新公尺館!
丨:"
ー絡 

ください。

ボ—イスカウト福井連盟 
福井第5
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当団は、
日新公民館を拠点として一九七六年 

に発足以来、今
年
で
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、
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日新地区の団体紹介シリI
ズ④ 

日新体育振興会 

会長岩本辰夫 

日新体育振興会が設立されてから本年で
32
年 

目を迎えます。
公民館の健康増進部に所属し、 

会員は
62
名です。地区民の健康増進と親睦を深 

めるため、
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また、毎
年5
月
第3
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区
の
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その他、7
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ツ团体の協力を得て、市民体育大会に参加して 

ヤます。最近の成績は下位で低迷していますが、 
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し
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22
地
区
中5
位
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賞したこともありました。

今後とも日新体育振興会の活動に、皆様の熱 

いご支援をお願い申し上げます。


